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平成28年11月9日

①（Ａ）芸術ゾーン

エリア内のさまざまな文化芸術資源を活かし、「芸術文化に出会
える街、天理」を目指す。

○国際芸術家村

○天理駅前デザイン空間（野外ステージ、イベント広場など）

○本通り商店街
（例年ミュージックストリートやアートストリート事業を実施）

・１Kmにもおよぶアーケード ・スタイリッシュな市立産業振興館

・レトロなギャラリー ・造り酒屋

○その他の施設

・市民会館 ・天理参考館 ・天理大学附属図書館 ・近代建築物

・古墳 ・石上神宮 ・山の辺の道などの大和の原風景 が点在

（Ｂ）芸術通り
天理駅前から芸術家村への“歩きのメイン動線”
芸術の息吹に触れながら、「歩ける楽しい通り」を目指し、
本通り商店街をはじめ、地域の活性化につなげる。

＜本通り商店街＞：天理駅前広場～天理本通り商店街

→アート作品の連続展示、大型タペストリー、アートカフェ、

路地裏アート、音楽イベント

＜天理環状線＞：布留の交差点～石上神宮～芸術家村

→サイン・歩道整備、モールバナー、オープンアトリエ誘致等

天理駅前デザイン空間 本通り商店街 大型タペストリー

②ゾーン内の民間アパートや宿泊施設、空き家等の有効活用
・地元住民との交流による、地域を巻き込んだ広がりが生まれる。

天理大学附属図書館

◆芸術家村近隣の民間アパートや宿泊施設、空き家等の有効

活用により、地域を巻き込んだ広域的な交流を推進

○奈良県との連携による広域展開（案）

①国際芸術家村、駅前デザイン空間を核とした「芸術ゾーン」

◆「国際芸術家村」「天理駅前デザイン空間」2つの芸術文化拠点を含んだエリアを

芸術ゾーンと位置付け、その中心的な存在として（仮）芸術通り（芸術ストリート）

の整備を検討

◆このゾーンを日頃から芸術に触れることができるエリアとして位置づけ、（仮）

天理芸術フェスタ※の会場をはじめとして、様々な芸術関連のイベントを行う。

②芸術家村近隣宿泊施設の活用
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【AIR事業実施のために必要な機能】

①スタジオ
アーティストが作品を制作。大小複数のスタジオを設置

一般来場者による見学も可

②ギャラリー
AIR作品の展示・発表、地域住民等の利用も可（貸し出し）

③交流ラウンジ
アーティスト、文化財修復職人等と見学者の交流エリア
情報発信機能を備え、一般にも開放

④長期滞在・宿泊施設 AIRアーティスト滞在のための宿泊施設

【国際芸術家村においてアーティスト・イン・レジデンスを実施する意義】

○歴史文化資源の最大限の活用と文化・芸術振興をあわせて、国内外のアーティストと地域の人々との交流による賑わいや来場者の

流入などの地域振興に寄与

○文化資源を活用した日本の芸術文化の中核施設をめざす要素のひとつとして、アーティスト・イン・レジデンス（AIR）を

「（仮称）奈良県国際芸術家村」で展開

④長期滞在・宿泊施設設置の検討 芸術家村周辺の施設等を有効利用

【検討の視点】

○奈良県との連携による広域展開

＜天理市の展開案＞

◇天理駅前デザイン空間～天理本通り商店街～芸術家村を結ぶ「芸術ストリート」（仮称）の展開を推進

◇芸術家村近隣の民間アパートや宿泊施設、空き家、空き店舗等の有効活用により、地域を巻き込んだ広域的な交流の推進

◇山の辺の道周辺でのアートギャラリー

○誘致施設との調整 → 芸術家村敷地内の宿泊施設（誘致ホテル）との競合

○費用対効果の観点 → 建設費用・維持管理費用経費と利用頻度

【AIR事業の推進体制（案）】

①建設設置（ハード整備）
・・・奈良県

②運営（ソフト事業）
・・・(仮称)AIR運営委員会※

※奈良県、天理市、関係団体等で構成

①～③については、

芸術家村周辺に既存

の施設がないため、

芸術家村内に設置
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